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　ＮＰＯ法人「北海道食の自給ネットワーク」（三田村雅人代表）の

第３回「丸ごと学ぼう食育講座」が９月２３日、厚賀漁港横の前浜で行

われました。札幌市内の小学３～６年生の子ども達が地引き網を行

い、捕れた魚を使ってさばき方などを地元のひだか漁協青年部や婦

人部の方から学びました。

　北海道食の自給ネットワークでは道内に約２００人の会員がおり、

３年前から食育講座行っていました。今回はまず、児童２０人と保護

者、スタッフ等が地引き網を体験、カレイ、シシャモ、アカハラ、イワ

シなどが捕れました。

　次ぎに石狩鍋に使うサケと煮物にするカレイのさばき方を学び、包丁を手にした子ども達は慣れない手

つきに悪戦苦闘しながら挑戦していました。

　昼食時に全員で試食をし、自分達で捕り、さばいた海の幸に舌鼓を打っていました。

● 食育講座、包丁を手に悪戦苦闘！

　日高西部消防組合消防署主催の第８回防火パークゴルフ大会が９

月２３日、門別中央パークゴルフ場にて、門別危険物安全協会協賛のも

と盛大に開催されました。第８回目となる、この大会は町民に防火意

識を高めてもらうことを目的としており、町内在住の７０名によってハ

イレベルな熱戦が繰り広げられました。

　競技終了後、水消火器による消火訓練及び住宅用火災警報器の展

示、説明を実施し大会を終了しました。

　競技結果は次のとおりです。

◎大会成績

　男性の部　優　勝　菊池忠雄（富川西）　　　　◎女性の部　優　勝　向谷道子（富川東）

　　　　　　準優勝　覚張正美（門別本町）　　　　　　　　　準優勝　小枝典子（富川南）

　　　　　　３　位　清野昭夫（富川南）　　　　　　　　　　３　位　冨永時子（富浜）

● 熱戦、パークゴルフ大会！

　日高教育局（日高支庁）が来局者に見てもらおうと、「日高の子　夢　絵

画展」と題し、月別で管内各町の小中学生の作品を教育局廊下スペースに

展示しています。１０月は日高町の子ども達の絵画等９作品が飾られてい

ます。

　展示以外に、ホームページにも掲載が予定されています。元気よく豊か

な感性で描かれた子ども達の作品を是非ご覧ください。

　■展示期間　平成１８年１０月１日～３１日

　■教育局ＨＰ　http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/hdk/index

　・富川小６年　村上沙陽「夏の日」　　　　　・門別小２年　新井まこ「わたしのかお」

　・門別小２年　小澤承可「ぼくのかお」　　　・日高小１年　永田基登「うんどうかい」

　・日高小２年　高澤　涼「思い出のプール」　・日高小３年　福島涼介「自分の顔」

　・里平小４年　青木拓也「かぼちゃ」　　　　・門別中１年　吉田健太「自画像」

　・日高中３年　矢野真子「自画像」

● 「日高の子　夢　絵画展」開催中！
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　門別町商工会女性部（堀江育子部長）は５日、介護老人保健施設門別愛

生苑を訪れ、アルミ缶を回収して得た車いす１台を寄贈しました。

　平成１５年度から空き缶の再利用と福祉事業への協力を目的に、環公害

防止連絡協議会のアルミ資源回収運動に参加。３年間の回収量が８５８㎏

となり車いす１台と交換できることになりました。「アルミ缶は捨てる

とゴミになりますが、つぶして送ると３年で１台の車いすになりまし

た。入所者に使って頂き、役に立ててほしい。」と話し、受け取った矢野助

役は「有効に利用させて頂きます。」とお礼を述べました。

● アルミ缶を回収し、車いすを寄贈！

　富川高校のヤング交通安全推進部会による夜光反射材普及活動

の「セーフティーリフレクション日高２００６」（門別地区交通安全協

会主催）が９月２７日、門別公民館で行われました。

　夕暮れが早まるこの時期、高齢者や自転車、ドライバーによる重

大事故が発生することから富川高校ボランティア同好会（藤田涼

佑会長）で組織するヤング部会の生徒たちが啓発活動に取り組み

ました。ファッションショー形式で反射材を使ったジャンバー等

を紹介し夜光反射材の効果と利用を促しました。

● 夜光反射材ファッションショー！

　日高町民ゴルフ実行委員会（磯田憲生委員長）主催の日高町民親睦ゴ

ルフ大会が１０月１日、平取町にある平取カントリー倶楽部で開催されま

した。

　新町誕生で第１回大会となった日高町民親睦ゴルフ大会は３２人の町

民ゴルファーが参加し熱戦と親睦を深めた大会となりました。

  実行委員会では、「来年以降もこの大会を継続し、多くの参加者を募り

楽しい大会にして行きたい。」と話していました。

　【成績】優勝：石川溥泰　準優勝：新関祥二　第３位：中川昌春

● 新町誕生、第１回町民親睦ゴルフ大会！

　町主催の敬老会が９月１５日に日高地区、１７日には門別地区で行

われ、高齢者とともに長寿のお祝いをしました。

　日高町民センターで行われた日高地区敬老会では、満１００歳を迎

えた安田久さん（栄町東１丁目）が敬老の日記念百歳の高齢者に対

する内閣総理大臣祝状の伝達を受けました。

　町長より祝状を受け取った安田さんは元気に、高齢者の皆さん

とともにそばやオードブルを食べながら、日龍太鼓などの余興を

楽しんでいました。

● 敬老の日、百歳を祝い祝状！
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新町開町・新体育協会設立記念

開催のお知らせ
◎趣　旨　　　すべての町民がスポーツに対する関心を高め、地域の活性化に寄与するために、本年度は

　　　　　　合併を記念し、今一度子どもたちが「スポーツは楽しい。」という気持ちを育むことやスポー

　　　　　　ツを通じて純粋に“夢”を育むことに重点を置きスポーツ講演会を実施します。

◎主　催　　日高町体育協会

◎後　援    　北海道日高教育局、日高町、日高町教育委員会

◎日　時　　平成１８年１１月１６日（木）

　　　　　　　煙開場　１８：３０　　煙開演　1９：００

◎会　場　　日高町立門別総合町民センター

　　　　　　（日高町富川東６丁目３番１号）

◎講　師　　 小野寺 　歩   　氏
おのでら あゆむ

　　　　　　（トリノ五輪  日本代表  女子カーリングチーム）

◎演　題　　「トリノへの夢と挑戦」～トリノに学ぶ、成功と失敗

◎参加料　　無　料

◎その他　　日高地区においては無料送迎バスを運行します。

　　　　　　（日高総合支所前より17時30分に出発します。）

　　　　　　※ 無料送迎バスを利用する方は、予約が必要ですので、日高町教育委員会 分室

　　　　　　　生涯学習課に11月8日（水）までに申し込んで下さい。 (tel 01457-6-3858)

　　　　問い合わせ　日高町体育協会事務局　日高町役場内　℡０１４５６－２－５１３１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育課体育係　℡０１４５６－２－２４５１

第３３回町民スポーツの集い
スポーツの祭典『スポーツフェスティバル』

町民スポーツの集い実行委員会が主催する「スポーツフェスティバル」が９月１９日から１０月９日までスポー

ツセンター、町営富川球場などで開催されました。

　９月１９日の「自治区職域対抗ソフトボール」を皮切りに、９人制バレーボール、オープン野球、ソフトテニ

ス、バスケットボールなどの競技１８種目が行われました。

　自治区対抗の３種目（ソフトボール、パークゴルフ、ミニバレーボール）には各地域からチームが出場し、

各種目とも熱戦が繰り広げられました。         

　最終日の「体育の日」にはスポーツ少年団秋季交流会、マラソン大会も行われ２１日間にわたる全競技を終了

しました。

　スポーツフェスティバル期間中には子どもからお年寄りまで多くの人が参加され、スポーツの秋を満喫して

いました。

9/19～　ソフトボール

9/21～　レディース
　　　　９人制バレーボール

9/28　卓球

10/6　日高地区
　　　　パークゴルフ
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今年度よりがん検診と生活習慣病健診が一緒に受けられるようになりました。

年１回受診され、健康づくりにお役立て下さい。

　（なお、生活習慣病健診・大腸がん検診のみの個別健診は１月に期間を設け実施予定です。ご本人のご予定に

　合わせ受診日を選択下さい。）

　〈日　　時〉　平成１８年１１月２１日（火）　

　　　　　　　受付時間  ①７：００～　②７：３０～　③８：００～　④８：３０～　⑤９：００～　⑥９：３０～

　　　　　　　＊生活習慣病健診の方は、１２月１４日に本健診(診察等) があります

　〈場　　所〉　日高こもれびホール（葬儀の場合、日高老人福祉センターへ変更します）

　〈対　　象〉　生活習慣病健診　３５歳以上で現在通院治療していない方

　　　　　　　がん検診　　　　３５歳以上の方（前立腺がんは５０歳以上の男性）

　　　　　　　骨粗鬆症検診　　40・45・50・55・60・65・70歳の女性

　〈検診内容〉　生活習慣病健診…採血、尿・便検査、心電図、血圧測定、身体計測、眼底検査、歯科健診

　　　　　　　（65歳以上の方は生活機能チェックもあります）

　　　　　　　エキノコックス検査…採血

　　　　　　　胃がん検診…バリウム検査　     前立腺がん検診…採血

　　　　　　　肺がん検診…胸部Ｘ線検査(必要時喀痰検査)

　　　　　　　骨粗鬆症検診…腕の超音波検査

　〈料　　金〉　生活習慣病健診　１，３００円　　　胃がん　　　１，６００円　肺がん  ５００円　(喀痰９００円) 

　　　　　　　大腸がん　　　　８００円　　　　前立腺がん　２，０００円　骨粗鬆症検診　５００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記対象外は１，５００円）

　　　　　　　※４０歳の方（昭和４１年生れ）、町民税非課税世帯の方は無料です。(同意書を提出して下さい)

　〈申込み･問い合わせ〉

　　　　　　　日高総合支所住民生活課健康推進係　℡01457－6－3173

保健福祉課

　℡ ０１４５６－２－６１８３

総合支所住民生活課

　℡ ０１４５７－６－３１７３

　

門
別
地
区
で
は
、各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
数

名
の
代
表
者
を
選
出
し
、介
護
予
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つ
い

て
の
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識
を
深
め
る
こ
と
や
各
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
介
護
予
防
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座「
い
き
い
き
長
寿
ク
ラ
ブ
」を
開
催

し
ま
し
た
。こ
の
講
座
は
、７
月
～
９
月
ま
で

週
１
回
門
別
公
民
館
に
集
ま
り
、介
護
保
険

に
つ
い
て
の
学
習
会
や
体
力
測
定
、音
楽
に

あ
わ
せ
て
行
う
体
操
、認
知
症
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
の
か
な
ひ
ろ
い
テ
ス
ト
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

９
月
５
日（
火
）に
は
、い
き
い
き
長
寿
ク

ラ
ブ
の
参
加
者
が
日
高
地
区
に
向
か
い
、千

栄
老
人
ク
ラ
ブ
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、自
己
紹
介
で
は
な
く
、隣
に

座
っ
た
人
を
紹
介
す
る
他
己
紹
介
を
行
い
、

そ
の
後
２
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
手
足
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。高
齢
者
と

は
思
え
な
い
素
早
い
身
の
こ
な
し
で
、チ
ー

ム
の
勝
利
の
た
め
、賞
品
獲
得
の
た
め
に
全

員
が
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
の
後
は
、千
栄
老
人
ク
ラ
ブ
手
作

り
の
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
の
ク
イ
ズ
大
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
、予
定
時
間
を
過
ぎ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

日
高
地
区
、門
別
地
区
と
も
に
、お
互
い
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
域
で
よ
り
元
気

に
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

 濠豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪轟 

『胃・肺・大腸・前立腺がん検診・生活習慣病健診
・エキノコックス・骨粗鬆症検診のお知らせ

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

２０個の洗濯バサミ
を隣の人の服に
つけていきます。

椅子に座ってできる
簡単な体操
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インフルエンザ予防接種のお知らせ
予防接種法に基づき、次のとおり高齢者の方のインフルエンザ予防接種を実施します。

　この予防接種は、接種を希望する方が受けるものです。

１対象者　　日高町に住所を有する方で

　　　　　　　①接種日現在６５歳以上の方

　　　　　　　②接種日現在６０～６４歳の方で、心臓・腎臓・呼吸器に関する身体障害者手帳(１級)をお持ちの

　　　　　　　　方（接種日に身体障害者手帳を持参してください）

２実施期間　平成１８年１０月１日～平成１８年１２月３１日まで

　　　　　　（各医療機関で異なりますので、お問い合わせください。また、各医療機関にワクチンがなくなる

　　　　　　と実施できない事もありますので、事前に予約等していただくことをお勧めします。）

３接種回数　１人１回

４費　　用　町から１人につき１，０５０円を医療機関に支払いますので、予防接種を受ける方は、各医療機関が

　　　　　　定める金額から１，０５０円を引いた額を医療機関窓口で支払ってください。

５実施機関・申込方法

６注　　意　予防接種を希望する方は、各医療機関に置いてある説明書を読んで、予診票に必ず署名をしてく

　　　　　　ださい。

　　　　　　＊インフルエンザの有効性　６５歳以上の方に対しての調査では、予防接種を受けないでインフ

　　　　　　ルエンザにかかった人の３４～５５％は予防接種を受けていればインフルエンザにかからずにすん

　　　　　　だこと、また予防接種を受けないでインフルエンザにかかって死亡した人の８２％は、予防接種を

　　　　　　受けていれば死亡せずにすんだことが報告されています。

　　　　　　＊対象にならない方は、これまでどおり任意接種となります。

　　　　　問い合わせ先　　　日高町役場保健福祉課保健指導係   Tel：０１４５６－２－６１８３

　　　　　　　　　　　　　　日高総合支所住民生活課保健衛生係　Tel：０１４５７－６－３１７３

受付時間・申込方法など住所・電話番号医療機関名

　月、火、木、金曜日　８：３０～１１：００／１３：００～１５：００
　水曜日　８：３０～１１：００
　電話予約　不可

栄町東１丁目３０３－２
(０１４５７－６－２１５５)

日高国保病院

　外来診療時間内
　電話予約　可

富川北６丁目３－２６
(０１４５６－２－０３４０)

鎌田病院

　予防接種専門外来のみ＜＊曜日厳守＞
　火曜　１３：００～１７：００　（１０／１０～１２／２１）
　木曜　９：００～１２：００　（１０／１９～１２／２１）
　１１／３、２３（祝日）　８：００～１２：００
　電話予約　不可

富川南４丁目２－４８
(０１４５６－２－２７５５)富川駅前クリニック

　外来診療時間内
　電話予約　不可

門別本町２９－３
(０１４５６－２－５３１１)門別国保病院

　病院へお問い合わせください
厚賀町１０９
(０１４５６－５－２７１１)

勤医協厚賀診療所

－献血のご案内－
北海道血液センターからのお知らせです。

移動献血車による日高町内の献血事業を次の日程で実施いたしますので、献血にご協力願います。

　　　　　◎富川地区　１１月８日（水）　　１０：００～１１：００　日高西部消防組合前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１：１５～１２：００　門別警察署前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０～１６：００　ＪＡ富川駐車場
　　　　　◎日高地区　１１月３０日（木）　   ９：００～１０：３０　日高自衛隊前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２：００～１５：００　日高総合支所前
　　【問い合わせ】保健福祉課福祉係（℡01456-2-6183）

　　　　　　　　　平成１８年度における献血事業は、平成１９年３月にも予定しています。
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対象者　乳がん検診　→４０歳以上の女性で平成17年度と今年7月に受診していない方

　　　　子宮がん検診→２０歳以上の女性で平成17年度と今年7月に受診していない方

　　　＊定員に余裕がある場合は、対象にならない方の申し込みを受け付けますが、検診料金は町からの助成が

　　　　ないため全額自己負担となります。金額については保健福祉課へお問い合わせください。

日　程

　　　　お願い：乳がん検診のみ受診する方は、１月の検診を希望されるようお願いいたします。

自己負担金および検査内容

　　　　＊ただし、生活保護世帯の方、住民税非課税世帯の方、４０歳（昭和４１年生まれ）の方は無料です。

　　　　　生活保護・非課税世帯の方は、課税状況を調査しますので同意書の提出が必要です。

　　　　　同意書の提出がない場合は課税状況を確認できないため、非課税世帯であっても料金を徴収させて

　　　　　いただきます。

申込み　本庁保健福祉課へ申し込みをしてください。電話（01456）2－6183

　　　　※非課税・生活保護世帯の方は、同意書の提出が必要ですので保健福祉課または出張所へお越しくださ

　　　　い。

　　　　申込期間は10月30日（月）～11月30日（木）です。ただし定員になり次第締め切ります。

問い合わせ

　　　　本庁保健福祉課保健指導係　（01456）2－6183

午　　後（厚賀会館）午　　前（門別公民館）

定員  ３０名
定員 １００名
５０名

　乳がん検診
　子宮がん検診
　婦人科超音波検査

定員  ４０名
定員 １３０名
５０名

乳がん検診
子宮がん検診　　
婦人科超音波検査

１２月１６日（土）
　午前～門別公民館
　午後～厚賀会館

　受付時間　①８：４５～９：００
　　　　　　②１０：１５～１０：３０
　　　　　　③１３：００～１３：３０

定員  ５０名乳がん検診１月９日（火）
　門別公民館
　※午前で受付終了 ※子宮がん検診はありません。

乳房のエックス線撮影をしてから、医師がしこり等の有無
を調べます。５０歳未満は２方向、５０歳以上は１方向のエック
ス線撮影をします。

（50歳未満）
　　　　２，０００円
（50歳以上）
　　　　１，７００円

乳がん検診
※平成18年12月31
　日を年齢基準日と
　します。

子宮頚部の細胞をとって調べます。
子宮体部の細胞をとって調べます。（該当者のみ）
膣の中から超音波の機械を当てる検査です。（希望者のみ）

　　　　１，６００円
　　　　　７００円
　　　　　５００円

子宮がん検診
体部がん検診
婦人科超音波検査

「日高圏域障害者総合相談支援センター」
研修会のお知らせ

　障害者自立支援法が１０月１日から本格実施されましたが、みなさんはどのような感想をお持ちでしょうか。

当センターでは、障害者のみなさんの現状や問題点などの提起、意見・要望などを出し合える場として、次のと

おり研修会を開催いたしますので、皆さんのご参加とご意見をお待ちしております。

　　　○日　　時　　平成１８年１１月１８日（土）１２：３０～１７：００

　　　○会　　場　　新ひだか町公民館　集会室（日高郡新ひだか町静内古川町１丁目１番２号）

　　　○内　　容　　・講演（障害者自立支援法成立後の現状と課題等について）

　　　　　　　　　　・パネルディスカッション「暮らしはどうなった？～現状と課題～」

　　　○申込締切　　平成１８年１１月１０日（金）

　　　○申  込  先　　日高圏域障害者総合相談支援センター（コミット）

　　　　　　　　　　日高郡新ひだか町静内青柳町１丁目４－１（〒056-0019）

　　　　　　　　　　電話/FAX 0146-42-2488・E-mail hidaka-commit@bz01.plala.or.jp
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介護保険制度が変わります
　　☆平成１９年１月から、介護保険サービスの体系が変わります。

　　☆このことにともない、サービスの利用方法や利用者負担の額が変わります。

　　☆平成１９年１月からのケアプランを作成する際は、介護支援専門員（ケアマネジャー）と

　　　よくご相談ください。

　予防給付（介護予防サービス）

　◎介護予防の視点を踏まえ、既存サービスの提供方法や提供時間等を見直します。

　◎通所サービスに「運動器の機能向上」「栄養改善」「口腔機能の向上」といった介護予防に効果のあるメ　

　　ニューが加わります。

　□問い合わせ先

　　日高町役場　保健福祉課　介護保険係　　電話番号０１４５６－２－６１８３

　　介護予防サービスが始まります　　
　　平成１９年１月から、要介護状態が軽度の方で、生活機能が改善する可能性のある方を対象に自立し

た生活を支援するためのサービスが始まります。　要支援・要介護状態区分が７つの区分となり、要支

援１及び要支援２となった方が予防給付（介護予防サービス）の対象となります。

　平成１８年１２月まで旧区分

　平成１９年１月から新区分

　　　　　 　　　　予防給付　　　　　　　　　　　　　　　介護給付　

　新しい区分での要支援・要介護認定については、更新申請や平成１９年１月以降に新規申請する方から

適用されます。現在、要支援・要介護認定を受けている方は、認定の有効期間内は現在の区分となりま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
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要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援

要介護５要介護４要介護３要介護２

要
介
護
１

要
支
援
２

要支援１

恰喝

今年も１０月１日から赤い羽根共同募金運動が始まります。地域の福祉活動を支えるために、

今年も皆様のご協力をお願いいたします。

赤い羽根募金
www.akaihane-hokkaido.jp　　　　

ＨＰで赤い羽根共同募金の内容がわかります。

 旺  欧  横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横 
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オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。被害を未然に防ぎましょう！

悪質貸金業者の手口にご注意ください！
　収入にあった生活プランを立て、背伸びした生活にならないよう心がけましょう。一般的に、毎月の返済額

（住宅ローンを含め）が月収の２割を超えると返済は難しくなると言われています。計画的な借入れとなるよう

に、もう一度確認してみましょう。

　　　　　　　・本当に借入が必要なのか。　　　・無理なく返済ができるか。　

　　　　　　　・金利や手数料はいくらか。　　　・契約書の内容を理解できたか。

◇次のような場合はご相談ください。
　①悪質な取立てを受けた

　　借入金の取り立ての際に、暴行やイヤガラセ、脅迫を受けたり、生活や仕事の平穏を害された。

　②違法な金利を支払った

　　営業上の上限金利年２９．２％を超える利息を支払わされたり、請求されたとき。

　③知らないうちに保証人にされた

　　契約書に名前が記載されていたとしても、本人が承諾したものでなければ、支払い義務はありません。口頭

　　や電話等で承諾した場合は、支払義務が生じる場合もありますので注意が必要です。

　④業者の登録を確認したい

　　業者の登録の有無及び登録の内容（代表者名、住所、連絡先等）を知りたいとき。

　⑤返済が困難になった

　　返済が遅れるほど金利がかさみ債務が増えることになりますので、できるだけ早く返済計画を立て直すこ

　　とが必要です。借金の整理方法としては、任意整理、債務の調停などの方法があります。

－消貸金業に係る苦情相談は－
・貸金業苦情相談専用フリーダイヤル　℡ ０１２０－１－７８３７２

　　（開設時間は、毎週月・金曜日　１０：００～１２：００／１３：００～１６：００）

－消費生活に関する問い合わせ－
北海道立消費生活センター　　　　　　　　　０５０－７５０５－０９９９
日高町役場（本庁舎）企画商工課商工観光係　０１４５６－２－６１８１
　　　　　（総合支所）経済振興課観光係　　０１４５７－６－２００８

　　まちづくりアンケート調査に
　　　　　　 ご協力をお願いします！
　町では、平成２０年度から平成２９年度までの１０年間の計画（日高町総合振興計画）の策定に向けて作業を進め

ています。 

　１０月４日には、審議委員（各団体の代表等）による第１回日高町まちづくり審議会が開催され会長に金澤清

吉氏が選出されました。　

　より多くの町民の意向を計画に反映させるために「まちづくりアンケート調査」を今回の広報誌と一緒に配

布させていただいております。

　「日高町」のこれからのまちづくりに欠かすことのできないアンケート調査に皆様のご協力をお願いしま

す。

　なお、提出期限は１１月１５日（水）までとなっておりますので、同封の返信用封筒に入れて返送して下さい。

　調査のお問い合わせについては、役場企画商工課企画調整係（℡０１４５６－２－６１８１）までお願いします。
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交通事故死
　～今年もワーストワン返上を！～

☆冬の交通安全運動が実施されます。                            
　・実施期間　１１月１７日（金）～１１月２６日（日）

　・年間スローガン　ストップ・ザ・交通事故死                  

                    ～めざせ　安全で安心な車社会　北海道～      

　・重点項目　●夕暮れ時の歩行者と自転車用中の交通事故防止

　　　　　　　●路面状況に応じたスピードでのスリップ事故防止

　　　　　　　●シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

☆冬夜間・早期・峠越えブラックアイスバーンに注意！
　・今年９月までに日高町管内で５件の交通死亡事故が発生し、５人の方が

　　亡くなっています。

　　又、町内において最近毎日のように交通事故が発生しており、特に追

　　突事故のケースが多く、これからの時期、交通事故を１件でも減らす

　　ため、安全な車間距離の保持とゆとりある運転を心がけましょう。

☆交通遺児（交通遺児育成資金）に対する寄附金
　・第２０回交通遺児チャリティーソフトボール大会（交通遺児チャリティー

　　親善ソフトボール実行委員会会長　門別秀成）が富川町営球場で開かれ

　　交通遺児育成資金に役立ててほしいと２０回目の義援金が（社）北海道交

　　通安全推進委員会へ送金されました。

４８件・・・・焔発生件数

５人・・・・焔死  者  数

６９人・・・・焔傷  者  数

２００６年９月３０日現在

第８号

気日常の生活の中で交通安全を考え実践しましよう。

交通死亡事故抑止３大対策４大キャンペーン
今年もワーストワン返上！

　　　Ｓ　スピード・ダウン
　　　Ｓ　シルバー・セーフティアップ
　　　Ｓ　シートベルト・レベルアップ
　　　　　※飲酒運転追放

毎月１５日は

道民交通安全の日

 ストップ・ザ・交通事故死

ストップ・ザ・交通事故死
～めざせ　安全で安心な車社会　北海道～

18. 9.23　第７回交通安全
こどもみこし祭り（富川地区）

18. 9. 22　セーフティコール
　　　　　車両パレード

飲酒運転をみんなで追放しよう！
飲んだら乗らない乗るなら飲まない
『わずかな飲酒』をあなどらない

酔いの自覚がない軽度の飲酒による事故が圧倒的に多い
軽い一杯　重い代償！

 唖  阿  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 
 哀 

 愛  挨  娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 
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夜間納税窓口を開設しています。
◆ 午後５時から午後８時まで税の収納を受付けます。◆

　税務課では平成１８年９月７日（木）より毎週木曜日、富川出張所で夜間納税窓口を開設しています。

　仕事などの事情で、平日の日中に納付が困難な方のために税の納付を受け付ける窓口です。納付書がなく

ても納付することができます。

　◎開設場所　日高町役場富川出張所

　　　　　　　　（試行実施のため富川地区のみの開設になります。）

　◎開設日　　９月から１１月までの毎週木曜日

　◎開設時間　午後５時から午後８時まで

　※　　が開設日です。１１月末日が木曜日のため、最終日は１１月２４日と

　　なります。　　

　　
　平成１９年４月１日から、町税等（道町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、保育料、

下水道受益者分担金、上・下水道使用料、町営住宅等使用料、ウタリ住宅改良資金償還金、学校給食費）を滞納

していると町が提供する行政サービス等の一部が受けられなくなる場合があります。

　本年９月の議会で可決した『日高町町税等の滞納に対する制限措置に関する条例』に規定する下記項目に

ついて、申請者若しくはその申請者と密接に関係する者（法人は代表者、個人は生計を一にする直系２親等

以内の者）が町税等を滞納している場合で納付について、著しく誠実性を欠く者は、その行政サービス等の

提供を制限される場合があります。

◎制限する行政サービス等の項目は次のとおりです。
○指名競争入札の参加○工事の請負○業務の委託○物品等の購入○町有財産の貸付○町有地における自動

車保管場所の証明○町有財産の売払○産業振興奨励補助事業補助金○害獣防止電気柵整備事業補助金○農

業協業法人設立促進奨励措置○優良肉用牛繁殖素牛導入事業補助金○全道共進会出陳手当○漁業近代化資

金利子補給○農産物処理加工所の使用○体験農園施設の使用○町営牧野の使用○企業振興促進奨励措置○

地場生産加工業奨励育成措置○販売施設等整備促進補助○中小企業融資制度○中小企業振興対策利子補給

○中小企業融資制度資金保証料交付○ふるさと定住促進賃貸住宅の入居○ふるさと定住促進住宅建設奨励

交付金○下水道排水設備指定工事店の指定○下水道受益者分担金の前納報奨金の支給○水洗便所等改造資

金の貸付○指定給水装置工事事業者の指定○水洗便所改造補助金○排水設備工事の補助○ウタリ住宅改良

等資金貸付○エンゼル祝金○慶弔金支給（香料を除く）○墓地の貸付（日高霊園、旭ヶ丘霊園）○介護慰労金

支給○介護用品支給○障害者用自動車改造費補助○老人福祉バス乗車券交付○バス利用運賃の割引（７０歳

以上）○門別温泉とねっこの湯入浴優待○介護予防生活支援事業○高齢者生活支援費支給○町営住宅の入

居○浄化槽設置補助金○道路の占用許可○普通河川における許可を要する行為○奨学金○私立幼稚園の助

成。以上４８項目に関することが制限されます。

１１　月
土金木水火月日

4321

111098765

18171615141312

25242322212019

3029282726

注) 夜間納税窓口は富川出張所で開設しておりますが、納税以外の手続き申し込み等は受け付
　　けることはできません。

燕燕町税等はまちづくりの貴重な資金です。燕燕
燕燕燕納期内の納付をお願いいたします。燕燕燕

日高町役場収納対策室
　℡０１４５６－２－５３００
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　日高町門別競馬場前から浦河町天馬街道入り

口までの国道約90キロの愛称が決まりました。

　公募の結果1,754通もの応募があり、事前選考

などの手続きを経て、さる８月21日、日高管内７

町、各種民間団体、室蘭開発建設部、日高支庁で構

成された選定委員会で最終選考を行い決定いた

しました。

　選ばれた『優駿浪漫街道』（ゆうしゅんろまんか

いどう）には、沿道で草を食む馬たちの未来にか

ける夢とロマン、そして、どこまでも広がる太平

洋と緑豊かな牧場、遠くにそびえる日高山脈な

ど、すばらしい自然や風景へのあこがれなどが感

じられ、まさに日高の国道にふさわしい愛称とな

りました。

優駿浪漫街道
日高の海岸線を走る国道235号･ 236号の愛称が
『 優  駿  浪  漫  街  道 』に決まりました。

ゆう しゅん ろ まん かい どう

被害相談窓口のご案内
～被害相談窓口をご利用下さい～

　　　　「被害相談窓口をご存知ですか？困っていること、不安なこと
　　　　　　　何でもご相談下さい。あなたが安心して暮らせるように・・・」
〈相談される皆様へ〉

　警察は各種相談窓口を設け、相談に応じています。被害者のご家族や友人からのご相談も受け付けています。

どこに相談したらよいのか分からない場合でも、相談窓口で専門機関をご紹介します。また、インターネット

ホームページでも被害相談窓口を案内していますのでご利用下さい。

〈犯罪被害者給付制度〉

　この制度は、故意の犯罪行為により不慮の死を遂げた被害者の遺族の方や障害が残ったり、一定の要件に該

当する重傷病を負った被害者の方に対する公的な経済的支援制度です。同制度に関するお問い合せは門別警察

署相談室へ

民　間警　察

対応内容被害者相談窓口対応内容被害者相談窓口

・犯罪被害者およびその
　家族等の方の相談窓口

札幌市
・北海道被害者相談室
　　011-232-8740
苫小牧地区
・苫小牧地区被害者相談室
　　0144-37-7830

・各種相談

・性犯罪に関すること

・少年問題全般に関すること

・暴力団犯罪に関すること

北海道警察本部
・相談センター
　　＃９１１０
　　011-241-9110
・性犯罪被害１１０番
　　0120-756-310
・少年相談１１０番
　　0120-677-110
・暴力相談電話
　　011-222-0200

・暴力団犯罪に関すること

・交通事故相談

・北海道暴力追放センター
　　0120-210-490
・北海道交通安全活動推進
　センター
　　011-233-2543

・警察安全相談に関すること
門別警察署
・警察署相談室
　　01456-2-0110
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秋の山菜採りの心構え５か条
１．行き先地を必ず家族等に知らせましょう。
　○「自分だけの秘密の場所」では、万一の場合、捜索が大幅に遅れることになります。

　　『誰とどこの山に何を採りに行くのか』『何時ころ帰るのか』等を家族に知らせておきましょう

２．単独での入山はできるだけやめましょう。
　○山菜採りに夢中になり、方向を見失い迷うことがあります。

　　同行者とは、常に行動するなど、互いの位置を確認しあうことが大切です。

　○万一の場合、同行者が救助を求めることができます。

３．目立つ服装等で出かけましょう。
　○赤や黄色系の服装がよく目立ちます。仲間に自分の位置を知らせたり、万が一の場合に発見されやすくな

　　ります。

　○ヘリコプターへの合図は、タオル・手拭いを振ったり、鏡の反射光も有効です。

　○天候の急変に備え、雨具や防寒衣等の携行が必要です。

４．通信手段（携帯電話等）や笛、ラジオ、非常食、テープ、懐中電灯等を携行しましょう。
　○最近は、携帯電話のエリアも広がり、山中でも高い場所は通話可能な場合があります。

　○笛、ラジオ等の音の出るものは、熊除けや自分の位置を知らせるのに役立ちます。

　○あめ、チョコレート、ビスケット等は非常食になります。

　○入山コースの要所にテープやリボン等で目印を付けると、いざというときに役立ちます。（山を下りるとき

　　には環境保全のため必ず回収しましょう）

　○懐中電灯、ペンライト等は万が一の場合の必需品です。

５．迷ったら落ち着いて行動しましょう。
　○迷ったときは、まず自分のいる場所がどこなのか冷静に判断してください。

　　無闇に歩き回らず、体力の消耗を抑え、落ち着いて捜索隊を待つなど慎重な行動が必要です。

　○万が一の場合、家族等から捜索願が出されて捜索隊を待つなど慎重な行動が必要です。

　○笛を吹いたり、ラジオのボリュームを上げると捜索隊への合図となります。
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れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過
す

る
と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、将
来
に
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、受
け
取

富川南西スポーツクラブ
　中口建設杯ソフトボール大会　優勝　富川南Ｂ
　地区を４ブロックに分け開催しているソフトボール大会、今回は中口建設杯として９月１５日町営富川球

場ナイトゲームで開催、富川Ｂが初優勝しました。

　坂本電機商会杯パークゴルフ大会
　９月１７日（日）青空が広がる中、２ラウンド合計スコアーハンデキャップ戦

で坂本電機商会杯として開催、成績は次のとおり

日高地区スポーツクラブ
　サークル作りをねらいとした事業開催に着手

　早朝ソフトボール大会を開催　優勝　日高北地区
　９月２５日（月）早朝５：００より体育指導委員、旧ソフトボール協会が中心に町内を３ブロックに分け３１名が

参加しソフトボール大会を開催しました。笑い声の中交流が図られ、来年度からは定期的に活動する事にな

りました。

　第１回パークゴルフ大会　
　１０月６日（金）沙流川パークゴルフ場で第１回目のパークゴルフ大会

を開催しました。

　この後、週１回サークルとして活動することになりました。

　成績は次のとおり

　◎問い合せ　　富川南西スポーツクラブ　　０９０－１５２５－４１９７（事務局）
　　　　　　　　日高地区スポーツクラブ　　０１４５７－６－３８５８（教育委員会内）

　石塚、宇部、福井、渡部、長沢、白川選
手 　佐藤、山口、西田、大津、藤谷

女性の部男性の部

小枝　典子平野　幸光優勝

木村　詔子木村　良雄準優勝

滝　ミサオ高岡　久夫第３位

女性の部男性の部

橋本　憲枝永田　　節優勝

後藤たみ子水口　竹治準優勝

斉藤　順子近田　正士第３位
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○
社
会
保
険
料
控
除
に
証
明
書
が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、今
年
一
年
間

に
納
付（
納
付
見
込
み
を
含
む
）し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、生
命
保
険
会
社
等
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、一
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、社
会
保
険
庁
か

ら
毎
年　

月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

１１

　

証
明
内
容
は
、①
本
年
１
月
か
ら　

月
２

１０

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額

と
、②
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の

納
付
見
込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、年
内
に
納

付
す
れ
ば
、今
年
分
の
控
除
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
、　

月
３
日
以
降
に
本
年
初
め
て
保

１０

険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、翌
年
２

月
初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、結
果
と
し
て
、平
成　

年
中
に
国
民
年

１８

金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
方
全
員
に
こ
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
を
添

付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
家
族
の
保
険
料
も
納
め
て
い
る
方
は
？

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、被
保
険
者
本
人
だ

け
で
は
な
く
、そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配

偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得

税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、年
末
調
整
等
の
手

続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
と
き
、

ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
す
る
方
の
申
告

書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

札
幌
法
務
局
日
高
支
局
主
催
に
よ
る「
無

料
特
設
登
記
相
談
所
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

登
記
に
か
か
わ
る
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

　

平
成　

年　

月　

日（
金
）

１８

１１

１０

　

９
：　

～　

：　

００

１４

００

○
場　

所

　

日
高
町
本
町
東
１
丁
目

　

サ
ン
・
ポ
ッ
ケ（
小
会
議
室
）

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
申
請
手
続
に
か
か
る
相
談
・

商
業
・
法
人
登
記
申
請
手
続
に
か
か
る
相
談

な
ど
○
相
談
担
当
者

　

札
幌
法
務
局
日
高
支
局
登
記
官

　

家
庭
用
消
火
器
の
新
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
・

シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
全
国
各
自
治
体
で
回
収
の
方

法
が
異
な
っ
て
い
た
家
庭
よ
り
廃
棄
さ
れ
る

消
火
器
で
す
が
、　

月
２
日
よ
り
新
し
く
ス

１０

タ
ー
ト
す
る「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」で

は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、同
じ
方
法
、同
じ
料

金
で
消
火
器
を
回
収
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
、ご
自
宅
の
消
火
器
の
処
理
に
お
悩

み
が
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
左
記
連
絡
先
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
８
年
で
す
。危
険

が
伴
い
ま
す
の
で
、耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
消

火
器
は
決
し
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

回
収
の
お
申
込
み

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
受
付

　

０
１
２
０－

８
２
２－

３
０
６

受
付
時
間

　
　

：　

～　

：　

１０

００

１２

００

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

保
険
料
は
、社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
る「
納
付
書
」で
、金
融
機
関
・
郵
便
局
、

ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、社
会
保
険
事
務
所
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

日
高
町
住
民
課
年
金
係

　

℡
０
１
４
５
６－

２－

６
１
８
２

日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課

　

℡
０
１
４
５
７－

６－

２
０
０
１

苫
小
牧
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
１
４
４

－

３
６

－

６
１
３
１

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０－

０
５

－

１
１
６
５

　
　

：　

～　

：　

１３

００

１７

００

　
（
土
日
・
祝
日
・
弊
社
指
定
定
休
日
を
除
く
）

　
h
ttp
://w
w
w
.ferecy
cle.jp

　 
   
    
 
 
       
      

ひ
だ
か
高
原
荘
の
休
館
に
つ
い
て

　

ひ
だ
か
高
原
荘
は
施
設
整
備
の
た
め
下
記
の
期
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

期
間　

平
成　

年　

月　

日
よ
り　

月　

日
ま
で

１８

１１

１０

１１

１７

沙
流
川
温
泉
ひ
だ
か
高
原
荘　

℡
０
１
４
５
７－

６－

２
２
５
８
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人
権
擁
護
委
員
に
よ
る「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」特
設
電
話
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　
　

月　

日（
月
）～　

月　

日（
日
）

１１

１３

１１

１９

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
法
務
省
人

権
擁
護
局
は
、平
成　

年　

月　

日（
月
）か

１８

１１

１３

ら　

月　

日（
日
）ま
で
を
全
国
一
斉「
女
性

１１

１９

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」と
定
め

ま
し
た
。

　

札
幌
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
札
幌
法
務

局
は
、職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
つ
い
て
電
話
で
応
じ
る「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」特
設
電
話
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
の
女

性
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、悩
み
を
聞
き
、ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

な
お
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
時
間

　
　

月　

日（
月
）～　

月　

日（
金
）

１１

１３

１１

１７

　
　

午
前
８
時　

分
～
午
後
７
時　

分

３０

３０

　
　

月　

日（
土
）～　

日（
日
）

１１

１８

１９

　
　

午
前　

時
～
午
後
５
時

１０

　

℡
０
５
７
０－
０
７
０－

８
１
０

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国
際
青

少
年
研
修
協
会
で
は
、３
事
業
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。体
験
を
通
し
て
、お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
内　

容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
文
化
交
流
・
地
域

見
学
・
ク
リ
ス
マ
ス
体
験
・
牧
場
体
験
・
無
人

島
生
活

○
派
遣
先

　

グ
ア
ム
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

○
対　

象

　

小
３
～
高
３
の
方
ま
で

○
参
加
費

　
　

．５
万
円
～　

．８
万
円

１７

２９

　
（
共
通
経
費
は
別
途
）

○

締　

切

　
　

月
２
日（
木
）

１１
○
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　
（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
６
０－

０
０
０
４

　

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２－

　
１１

　

大
村
ビ
ル
３
階

　

℡
０
３－

３
３
５
９－

８
４
２
１

　

胃
０
３－

３
３
５
４－

２
２
０
７

　

Ｅ－ 　
　
　
　
in
fo@
k
sk
k
.o
r.jp

メ
ー
ル　  
   
 
  
 
      

　
　
　
　
　
h
ttp
://w
w
w
.k
sk
k
.or.jp

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　 
   
    
 
 
  
  
 
  
    

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル（
解
雇
、配
置
転
換
、労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
、セ
ク
ハ
ラ
、い
じ

め
）等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

北
海
道
労
働
局
の
各
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
は
、こ
れ
ら
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を
無

料
、迅
速
に
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
個

別
労
働
紛
争
の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、労
働
相
談
、判
例
等

の
情
報
提
供
、労
使
双
方
の
話
し
合
い
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」等
各
種
あ
り
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

札
幌
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

場
所　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
３
丁
目

　
　
　
　

１－ 　
 　 

N
O
R
S 　　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

３
・
３
ビ
ル
４
階

４７

　

時
間　

９
時　

分
～　

時　

分

００

１７

００

　

電
話　

０
１
１－

２
２
３－

８
７
１
２

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、個
人
事
業

主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を

や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場
合
に
、生

活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の

資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が

つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、い
わ
ば「
小
規
模

企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」

と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、掛
金
は
全
額
所

得
控
除
。受
け
取
る
共
済
金
も
退
職
所
得

扱
い
又
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と

な
り
ま
す
。

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済（
中
小
企
業
倒

　

産
防
止
共
済
制
度
）の
ご
案
内

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、取
引
先
の

突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、経
営
悪
化
の
危

機
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を

借
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、中
小

企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
共
済

制
度
。無
担
保
・
無
保
証
人
で
、積
み
立
て

掛
金
の　

倍
の
範
囲
内（
最
高
３
，２
０
０

１０

万
円
）で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
入

れ
可
能
。毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、必
要
経

費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
る
。

　

両
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
と
お

問
合
せ
、加
入
申
込
み
は
、商
工
会
、商
工

会
議
所
、青
色
申
告
会
、金
融
機
関
の
本
支

店
の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。（
青
色

申
告
会
は
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
み
）制

度
の
運
営
は
、独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
h
ttp
://w
w
w
.sm
rj.g
o.jp
/k
y

Ｕ
Ｒ
Ｌ　 
   
    
 
 
   
    
 
   
  
 

　
　
　
　
o
sai/in
d
ex
.h
tm
l

　
　
　
　       
 
  
  
  
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　
　
　

　

経
営
安
定
再
生
部
 

共
済
普
及
課

　

℡
０
３－

５
４
７
０－

１
５
４
０

　

胃
０
３－

５
４
７
０－

１
５
４
２
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２
．応
募
手
続

①
入
学
願
書
・
健
康
診
断
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
離
転
職
者
の
方
は
、最
寄
り
の
職
業
安
定

所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
．願
書
受
付
期
間

○
普
通
課
程

平
成　

年　

月
１
日
～
平
成　

年　

月　

日

１８

１１

１８

１１

２０

○
短
期
課
程

平
成　

年　

月
１
日
～
平
成　

年
１
月　

日

１８

１２

１９

２０

（
最
終
日
の
消
印
有
効
）

４
．入
学
選
考
日

○
普
通
課
程

　

平
成　

年　

月
４
日（
月
）

１８

１２

○
短
期
課
程

　

平
成　

年
２
月
５
日（
月
）

１９

５
．入
学
経
費
等

　

①
普
通
課
程
は
、入
学
検
定
料
、入
学
料
、

　

授
業
料
が
必
要
で
す
。

　

②
入
学
諸
経
費
は
、８
１
，０
０
０
～
１
０

　

７
，０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

６
．問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
立
苫
小
牧
高
等
技
術
専
門
学
院

　

〒　

－

０
０
５
２

０５３

　

苫
小
牧
市
新
開
町
４
丁
目
６
番
地　

号
１０

　

℡
０
１
４
４－

５
５－

７
０
０
７

　

胃
０
１
４
４－

５
５－

７
０
０
９

　
h
ttp
://w
w
w
.p
ref.h
ok
k
aid
o
.jp
/k
ei

　 
   
    
 
 
  
     
  
 
   
    
  
  

　
zai/k
z-t-om
g
s/in
d
ex
.h
tm

　     
     
 
 
    
 
  
  
  

１
．募
集
科
目
及
び
応
募
資
格

◎
科
目　

○
普
通
課
程

　

・
自
動
車
整
備
科

　

・
電
気
機
器
科

　

・
金
属
加
工
科

　

・
Ｏ
Ａ
事
務
科

○
短
期
課
程

　

・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
技
術
科

◎
訓
練
期
間　

１
年
間

◎
応
募
資
格

○
普
通
課
程

　

来
春
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
方
、又
は

高
等
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
方
○
短
期
課
程

　

義
務
教
育
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

　

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

毎
年
、全
国
２
か
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
北
海

道
に
お
い
て
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。楽
し
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　

ぜ
ひ
、家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

○
日　

時

　

平
成　

年　

月
３
日（
祝
）　

時　

分
～

１８

１１

１０

００

　
　
　
　
　
　

月
４
日（
土
）　

時　

分

１１

１６

３０

○
場　

所

　

か
で
る
２
・
７（
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

　
　

札
幌
市
中
央
区
北
２
西
７

　

札
幌
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
・
ス
ピ
カ

　
　

札
幌
市
中
央
区
北
１
西
８

○
内　

容

　
　

月
３
日

１１

　

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
札
幌
大
会
表
彰
式

　

ア
イ
ヌ
民
俗
芸
能

　

講
演
会（
講
師
：
住
田
裕
子
弁
護
士
）

　

コ
ン
サ
ー
ト（
中
井
貴
恵
・
遠
音
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

人
権
啓
発
映
画
会（
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
パ

　

ス
）及
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

郷
土
芸
能

　
　

月
４
日

１１

　

落
語
会（
桂
三
枝
・
春
風
亭
柳
桜
・
桂
枝

　

光
・
林
家
と
ん
で
ん
平
）

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｢ 　

月
１
日
か
ら
門
別
国
保
病
院
で
は
 

循

１０

　
　
　
｣ 　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
器
科
 

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
病
、高
脂
血
症
、糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
ほ
か
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の

処
置
な
ど
も
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

診
療
日
は
、病
院
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☆
ご
み
の
出
し
方
に
注
意
を

①
ご
み
は
必
ず
分
別（
も
え
る
ご
み
・
も
え
な

い
ご
み
・
資
源
ご
み
・
大
型
ご
み
）し
て
か
ら

出
し
ま
し
ょ
う
。

②
も
え
な
い
ご
み
、資
源
ご
み
は
必
ず
容
器

に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、容
量

オ
ー
バ
ー（　

渥
超
）等
の
ご
み
は
収
集
し
ま

７０

せ
ん
の
で
、も
う
一
度
確
認
す
る
こ
と
を
心

掛
け
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

③
ご
み
を
出
す
と
き
は
、「
ご
み
処
理
証
紙
」

を
必
ず
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
広
報
日
高
９
月
号
の
苫
小
牧
信
用
金
庫
か

ら
の
お
知
ら
せ
で　

：　

～　

：　

を
昼
休

１３

００

１５

００

み
と
掲
載
し
ま
し
た
が
窓
口
業
務
取
扱
時
間

の
午
後
の
分
の
間
違
い
で
し
た
。訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歌
と
お
ど
り
の
ス
テ
ー
ジ（
テ
ツ
＆
ト
モ
）

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、

　

マ
ジ
ッ
ク

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、フ
ォ
ー
ラ
ム
、講
演
会

　

両
日
共
通

　
「
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
」ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

　

特
設
人
権
相
談
所　

　

物
産
展

　

け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里　

読
書
コ
ー
ナ
ー

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
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発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。（　

月
１
日
付
け
）

10

　

発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
（　

月
１
日
付
け
）

10

【
消
防
署
】

▽
次
長
兼
予
防
課
長　

奈
良
定
幸（
予
防
課

長
）▽
警
防
課
長
補
佐
兼
技
術
係
長　

松
本

勝
守（
警
防
課
長
補
佐
）▽
予
防
課
長
補
佐

（
保
安
担
当
）　

大
坪
正
弘（
予
防
課
長
補
佐
）

▽
予
防
課
長
補
佐（
予
防
担
当
）　

小
山
悠
児

（
予
防
課
予
防
主
幹
）

【　

月
１
日
付
採
用
者
】

１０▽高
元
慎
吾　

消
防
署
警
防
課
救
急
係
消
防

士

備
課
長
補
佐（
車
両
管
理
担
当
）兼
車
両
管
理

係
長　

安
田
一
郎（
日
高
総
合
支
所
施
設
整

備
課
長
補
佐（
管
財
施
設
・
車
両
管
理
担
当
）

兼
管
財
施
設
係
長
兼
車
両
管
理
係
長
）▽
門

別
国
民
健
康
保
険
病
院
副
看
護
師
長　

畑
端

幹
子（
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
療
養
病
棟

主
任
）▽
収
納
対
策
室
収
納
対
策
１
係
長　

西
内
康
弘（
収
納
対
策
室
収
納
対
策
係
長
）▽

収
納
対
策
室
収
納
対
策
２
係
長　

松
本
達
哉

（
教
育
委
員
会
富
川
青
少
年
会
館
管
理
係
長
）

▽
行
政
改
革
推
進
室
主
査
兼
務　

水
上
博
志

（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
経
理
係
長
）▽
合
併

調
整
室
主
査
兼
務　

小
野
俊
勝（
日
高
総
合

支
所
庶
務
課
広
報
情
報
係
長
）▽
門
別
長
生

園
副
介
護
長　

鹿
戸
多
恵
子（
門
別
得
陽
園

副
介
護
長
）▽
門
別
得
陽
園
副
介
護
長　

山

崎
玲
子（
門
別
愛
生
苑
副
介
護
長
）▽
門
別
愛

生
苑
副
介
護
長　

辻
な
み（
門
別
愛
生
苑
介

護
員
）▽
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
一
般
病

棟
主
任　

黒
田
さ
つ
き（
門
別
国
民
健
康
保

険
病
院
外
来
主
任
）▽
門
別
国
民
健
康
保
険

病
院
療
養
病
棟
主
任　

藍
原
明
美（
門
別
国

民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）▽
門
別
国
民
健

康
保
険
病
院
外
来
主
任　

井
上
正
子（
門
別

国
民
健
康
保
険
病
院
一
般
病
棟
主
任
）▽
企

画
商
工
課　

高
柳
真
貴
子（
会
計
課
）▽
住
民

課　

熊
谷
一
彦（
日
高
国
民
健
康
保
険
病
院
）

▽
保
健
福
祉
課　

三
浦
美
穂（
企
画
商
工
課
）

▽
会
計
課　

島
田
優
子（
保
健
福
祉
課
）▽
行

政
改
革
推
進
室
兼
務　

若
狭
ユ
カ（
日
高
総

合
支
所
庶
務
課
）▽
行
政
改
革
推
進
室
兼
務

　

小
野
寺
孝（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
）▽
行

政
改
革
推
進
室
兼
務　

長
原
美
季（
日
高
総

合
支
所
庶
務
課
）▽
行
政
改
革
推
進
室
兼
務

　

佐
藤
和
則（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
）▽
日

高
国
民
健
康
保
険
病
院　

松
原
譲
司（
住
民

課
）▽
門
別
長
生
園
介
護
員　

窪
田
和
浩（
門

別
得
陽
園
介
護
員
）▽
門
別
得
陽
園
介
護
員

　

野
村
真
規
子（
門
別
や
す
ら
ぎ
荘
介
護
員
）

▽
門
別
や
す
ら
ぎ
荘
介
護
員　

上
田
あ
ゆ
み

（
門
別
長
生
園
介
護
員
）▽
門
別
愛
生
苑
介
護

員　

粟
野
由
紀
子（
門
別
長
生
園
介
護
員
）▽

富
川
青
少
年
会
館
管
理
係
長
兼
務　

梅
木
聡

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
業
務

管
理
係
長
兼
企
画
調
整
室
長
補
佐
兼
門
別
公

民
館
長
補
佐
兼
富
川
青
少
年
会
館
長
補
佐
兼

社
会
教
育
主
事
）▽
教
育
委
員
会
門
別
図
書

館
郷
土
資
料
館
長
補
佐
兼
奉
仕
係
長　

安
藤

整
子（
教
育
委
員
会
門
別
図
書
館
郷
土
資
料

館
奉
仕
係
長
）▽
教
育
委
員
会
門
別
図
書
館

郷
土
資
料
館
庶
務
係
長　

新
江
孝
之（
日
高

西
部
消
防
組
合
）

【　

月
１
日
付
採
用
者
】

１０▽磯
谷
朋
範　

上
下
水
道
課
▽
松
本
幸
代　

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
▽
宮
下
正

恵　

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
准
看
護
師

【
町
長
部
局
発
令
】

▽
技
術
審
議
室
長
及
び
用
地
調
整
室
長
の
事

務
取
扱
を
解
く　

矢
野
満
喜
雄（
本
庁
担
当

助
役
兼
技
術
審
議
室
長
事
務
取
扱
兼
用
地
調

整
室
長
事
務
取
扱
）▽
門
別
国
民
健
康
保
険

病
院
長　

大
友
透（
門
別
国
民
健
康
保
険
病

院
医
長
）▽
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
副
院

長　

五
十
嵐
雅
哉（
門
別
国
民
健
康
保
険
病

院
長
）▽
技
術
審
議
室
長
兼
用
地
調
整
室
長

兼
災
害
復
旧
対
策
室
副
室
長　

但
野
幹
夫

（
門
別
得
陽
園
長
兼
門
別
長
生
園
長
兼
門
別

や
す
ら
ぎ
荘
施
設
長
）▽
行
政
改
革
推
進
室

副
室
長
及
び
合
併
調
整
室
副
室
長
兼
務　

互

野
利
夫（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
長
）▽
門
別

得
陽
園
長
兼
門
別
長
生
園
長
兼
門
別
や
す
ら

ぎ
荘
施
設
長　

藤
谷
修
三（
教
育
委
員
会
門

別
図
書
館
郷
土
資
料
館
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
）▽
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐　

榎
本

典
康（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
長
補
佐（
人
事

給
与
担
当
）兼
総
務
係
長
）▽
日
高
総
合
支
所

住
民
生
活
課
長
補
佐（
保
険
衛
生
・
健
康
推
進

担
当
）兼
日
高
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
次

長　

三
谷
雅
範（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
長
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１１月の保健ガイド

▽赤ちゃん健診

　２９日（水）　富川公会堂

　＊対象は、平成１７年１１月、平成１８年１、４、７月生まれの

　　赤ちゃん

▽よいこクラブ（予約制フッ素塗布）

　８日（水）　　門別公民館

　９日（木）　　富川公会堂

　１０日（金）　富川公会堂、厚賀コミュニティセンター

▽子育てひろば（育児相談）

　１４日（火）　門別ふれあいセンター

　１６日（木）　サンポッケ

▽健康ひろば（健康相談）

　１４日（火）　門別ふれあいセンター

　２７日（月）　日高老人福祉センター

▽胃･肺･大腸･前立腺がん検診、生活習慣病健診

　２１日（火）　こもれびホール

▽予防接種

　〈麻しん・風しん混合〉

　２７，２９日　鎌田病院

　〈ＢＣＧ〉

　２９日（水）　富川公会堂

静内保健所からのお知らせ

こころの健康相談

　◎対象は、精神的な不安や悩みがある方です。

　〈日時〉１１月１０日（金）　１３：３０～１５：３０

　〈場所〉静内保健所

　　　　新ひだか町静内こうせい町２丁目８－１

　＊予約制ですので１１月２日（木）までに申し込み

　　をしてください。（月１回開催予定です。）

申し込み先、問い合わせ先

　　静内保健所健康推進課主査または保健師

　　℡０１４６－４２－０２５１

１．対象事業
　平成１８年８月大雨災害による災害復旧事業
　１件１０万円以上の復旧費を対象。
　①農地等の復旧
　　土砂排土（ハウス内含む）、畦畔復旧等。
　②農業施設の復旧：
　　個人、生産組合等の所管する耕作道、用排水路等。
　※「１件」とは、被害箇所１箇所を１件とする。ただし
　被害箇所が１５０ｍ以内で連続している場合は、一括
　して１件とする。
　※維持管理の範囲のもの、及び自力復旧については、
　対象外。ただし、機械借り上げ料は対象とします。
２．補助金の額
　災害復旧費の５０％以内とし、補助の上限は２０万円。
３．補助金申請者
　土地所有者または、土地所有者より委任を受けた者。
　生産組合等（農業施設を所管する者）
４．補助申請先
　日高町役場産業課農政係
　℡０１４５６６－２－６１８５（直通）
５．補助金の申請期限
　平成１８年１１月２０日まで
６．補助金の支払い
　平成１８年１２月末
　※補助申請書は町産業課、ＪＡ門別、ＪＡ富川にあり
　ます。ＦＡＸにての送付も可能です。工事前後の写真
　及び工事代金支払い領収書が必要です。
　※不明な点は町産業課農政係までお尋ねください。
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１１月
　日高山脈館　
　開館時間　　１０：００～１５：００（１１～３月）

　猿休館日　　毎週月曜日（祝日の場合は翌火曜）

　　　　　　　１２月２９日～１月５日

　猿お問合せ　日高山脈館　電話０１４５７－６－９０３３

　日高町民センター・総合体育館　
　開館時間　　９：００～２１：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　教育委員会分室生涯学習課

　　　　　　　０１４５７－６－３８５８

　日高図書館郷土資料館　
　開館時間　　１０：００～１７：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　日高図書館郷土資料館　０１４５７－６－２４６９

　とみかわ児童館　
　２日（木）　キラキラチャレンジ

　９日（木）　ドッジボール大会

　１６日（木）　児童クラブ工作会

　１７日（金）　おりがみクラブ

　２４日（金）　ぬりえの日

　３０日（木）　カレンダーづくり

　猿開館時間　９：００～１７：００

　猿休館日　　３日・５日・１２日・１９日・２３日・２６日

　猿お問合せ　とみかわ児童館　０１４５６－２－３０４４

　門別総合町民センター　
<スポーツセンター>
　５日（日）全日高インドアソフトテニス大会

　１１日（土）～１２日（日）

　　　　　　道新カップ小学生バレーボール道央大会

　２３日（木）第３５回日高西部スポーツ少年団防犯柔剣道大会

　２６日（日）近隣町交流室内テニス大会

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿休館日　　２日・１０日・１６日・２３日・３０日

<福祉センター>
　３日（金）～５日（日）町民文化祭門別地区展示の部

　７日（火）安全運転管理者法定講習会

　１９日（日）ひばり幼稚園発表会

　２５日（土）舞ダンスフェスティバル

　２６日（日）富川高校Ｂｕｎ・Ｂｕｎまつり

　２７日（月）年末調整説明会

　２９日（水）管内老人クラブ西部地区研修会

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿お問合せ　教育委員会　０１４５６－２－２４５１

　門別図書館郷土資料館　
　猿開館時間　火～金　１０：００～１８：００

　　　　　　　土・日　１０：００～１７：００

　猿休館日　　３日・６日・１３日・２０日・２３日・２７日・３０日

　猿お問合せ　門別図書館郷土資料館　０１４５６－２－３７４６

平成１８年９月末現在 

外国人登録世帯数女男人　口

７２人６，６８２人７，２９０人７，２４２人１４，５３２人今月の人口

（△２）（４）（△１０）（△７）（△１７）前月対比

札幌弁護士会 ひだか弁護士相談センター

　クレジット・サラ金・交通事故・離婚・相続・賃貸

借・おとなりとのトラブル・・・などなど何でもお気軽

にご相談ください。

　１１月の相談日・・・７日（火）　・８日（水）

　　　　　　　　　・１５日（水）　・１６日（木）

　　　　　　　　　・２１日（火）　・２２日（水）

□事前予約制　℡ ０１４６－４２－８３７３

□予約受付　　平日の午前１０時から午後４時まで
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